
平成２９年度 第１回 東京ＤＭＡＴ運営協議会 

平成２９年度東京ＤＭＡＴ事後検証小委員会報告事項 

 

１．報告事項：災害時医療支援車（東京ＤＭＡＴカー）の使用状況について 

平均使用回数及び平均走行距離は以下のとおり。 

 平均使用回数 平均走行距離 

平成２８年度 １０回 ５５７ｋｍ 

平成２７年度 ８回 ５３１ｋｍ 

 

２．主な検証事案 

＜事案１＞連携隊の情報収集について 

事案概要 検証内容 今後の方向性 

連携隊が無線で情報収集

する際に、他部隊の交信が

途切れず、迅速に情報を収

集することができなかっ

た。 

無線で情報収集が行えな

い場合の代替手段を検討す

る必要がある。 

東京消防庁で代替手段に

ついて検討し、連携隊に周

知する。 

連携隊に周知された内容

について、事務局から東京

ＤＭＡＴ隊員に情報提供す

る。 

 

＜事案２＞現行の配備資器材について 

事案概要 検証内容 今後の方向性 

東京ＤＭＡＴが出場する

際、現行の配備資器材のほ

かに、医療機関独自の判断

で資器材を追加して携行し

ている。 

本事案では、各医療機関

の判断で携行している資器

材（骨髄針やビカネイトな

ど）が有効に活用された。 

現行の配備資器材リスト

の内容について、刷新を検

討する必要がある。 

現行配備資器材の各医療

機関での使用状況や、各医

療機関の判断で携行してい

る資器材の使用状況を事務

局にて把握し、検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

資料６ 



平成２９年度 第１回 東京ＤＭＡＴ運営協議会 

３．その他 

（１） 東京ＤＭＡＴの配備資器材について 

検討内容  今後の方向性 

東京ＤＭＡＴの医療資器材につ

いて、貸与後の経年劣化による消

耗や使用状況についての調査をす

る必要がある。 

 配備後、年数が経過しているこ

とから、各施設での資器材の管理

状況等について調査したうえで、

対応を検討する。 

 

（２） 東京ＤＭＡＴの装備品（ユニフォーム等）について 

検討内容  今後の方向性 

装備品の購入に際しては、事務

局にて各施設に必要数を調査のう

え納入しているが、隊員への貸与

方法については施設ごとに異なる

ため、整理が必要である。 

 各施設での装備品の保管・管理

状況を把握し、必要な措置を検討

する。 

 

 

 


